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体育と文化のイベント「上野発表会」終わる 

１１月６日、運動会と文化祭をあわせた学校行事「上野発

表会」が開催されました。この日は天候にも恵まれ、保護者

の皆様約１５０名にご参観いただきました。コロナ禍の中で、

夏休み明けから通常の授業ができず、９月の運動会も延期と

なっておりましたが、感染症の状況や準備期間を考慮し検討

した結果、運動会の表現発表と文化祭の展示発表と合わせた

形でこの「上野発表会」を企画、開催いたしました。体育発

表については、低学年（１～３年）が「Shake it off」と「や

ってみよう」の２つのダンスを、高学年（４～６年）は組体

操とダンス「Permission to Dance」を、また全校児童で恒例

の「沼中ソーラン」を発表しました。短い練習期間でしたが、

みんな集中して取り組み、よいパフォーマンスを見せること

ができました。組体操やソーランは力強くかっこよかったで

すし、ダンスも笑顔いっぱいに楽しく踊ることができました。

児童会のあいさつやナレーションも上手にできてよかったで

す。ＰＴＡ会長様からも心温まるお言葉をいただきました。 

校舎内では理科室と図工室で作品展示が行われ

ました。それぞれの学年が工作や陶芸などの立体作

品と、自画像や版画、風景画等の平面作品、そして

書道の作品、また６年生は家庭科の作品も展示しま

した。どの作品も子どもたちの努力の成果が表れて

いて、見ごたえがありました。 

シェイクアウト訓練を実施 
１１月１１日、伊勢市で一斉に流される緊急地震速報の試験放送に合わ

せ、シェイクアウト訓練を行いました。シェイクアウト訓練とは大きな揺

れや緊急速報が流れたときに身を守るための初期動作の訓練です。地震速

報が流れた時刻は、給食後間もない昼休み中で、児童は教室、階段、廊下、

運動場などいろいろな場所にいる時間帯です。緊急速報が流れた直後、児

童はすぐに机の下にもぐったり、その場で低い姿勢をとり、頭をかかえ

たりしました。大切なのは地震が来たらあわてずにまずは身を守る行動

をとること。本棚等が倒れてきたり、ガラスが割れたり、天井から物が

落ちてきたりする危険があるため、特に頭を守ることが大事です。今日

の訓練は、わずかな時間でしたが、有意義な機会となりました。 
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４年生が横輪いも収穫体験 
１１月１０日、４年生が横輪町で横輪いも収穫体験をしまし

た。伊勢市の特産品である横輪いもをよく知ってもらうととも

に、食を育む農業の大切さを考えることを目的に、伊勢市農林

水産課の企画のもと、横輪町活性化委員会の皆様にご協力をい

ただき実施されました。４年生１６名は、市のマイクロバスで

横輪町の「郷の恵『風輪』」に到着、歩いて近くの「ほ場」に

向かい、地域の方より横輪いもについての説明を受けました。

農家の方より掘り方を教わったあと、二人一組になって、いも

を傷つけないように丁寧に掘りおこしました。ずぼっと抜けて

大きないもが現れると、うれしそうな歓声があがっていました。 

その後、子どもたちは横輪町公民館にて、おろし器やすり鉢で

とろろいもを作りました。また、地域の方が作ってくれた伊勢

うどんにとろろをかけて試食しました。ねばねばとした横輪い

も独特の食感を楽しみながら、みんなおいしそうにうどんをす

すっていました。活性化委員会会長の上田和夫さんによると、

今年は天候に恵まれ約６トンの収穫が見込まれるそうです。収

穫された横輪いもは「風輪」やイオン伊勢店で販売されています。今回の校外学習で子どもたちは

たいへん貴重な体験をさせていただくとともに、地域の誇る特産品、そして地域活性化のために頑

張っている地元の人々とふれあうことで、郷土愛を育むことができました。 

 

 

１，２，５年生がゆうすげの植裁 

１１月１２日、１・２・５年生34名が上野町の赤井山（標高90ｍ）

の山頂にゆうすげの苗を植えました。「赤井山麓ゆうすげ保存会」の

皆さんが準備していただいた約３万株（ポット500個分）を同会員７

名のご指導のもと、山頂に整備された「ゆうすげの丘」にスコップで

穴を掘り丁寧に植えていきました。そのうちポット100個分は１年生

が先日９月15日に学校で蒔いた種から発芽した苗で、子どもたちは成

長した苗を見てうれしそうでした。保存会代表の上之郷宏也さんによ

ると、今日植えた苗は２年ほどで花を咲かせるとのこと。将来的にゆうすげを５万本まで増やした

いと話していました。【上野小学校ホームページにも記事を掲載しましたのでご覧ください】 

横輪いも について 

伊勢の横輪いもは昭和初期に九州地方から伝わり横輪町

で定着しました。自然の山いもと変わらない風味と、つき

たてのお餅のようなねばりけが特徴です。横輪町内を中心

に長年自家消費用として栽培、消費されてきました。とろ

ろいもと味噌汁を合わせた「いも汁」として、また伊勢う

どんのトッピングとしても食されています。 


